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 江戸の墓誌は、17 世紀代の火葬墓である在銘蔵骨器から、18 世紀前葉以降の土葬墓の
墓誌に変化していった。そこには、仏教から儒教へという宗教的、思想的な背景の変化が
あった。墓誌は 18 世紀後葉以降に幕臣や藩士などにも普及するが、没年月日と姓名など










は、このような死者供養の方式の変化がほぼ 18 世紀代に行なわれたことを示唆している。 
 千葉県市原市高滝・養老地区の調査によれば、各家で墓標の造立が広がり、一観面の墓
標にかわって多観面の墓標が盛行するようになると、院号居士・大姉など上位の戒名をも
てない家では夫婦、兄弟姉妹、親子などをまとめて１基の墓標にまつることが多くなる。
これは単なる経済的な理由にとどまらず、強い家意識のあらわれと考えることができる。 
 近世墓標の普及には、航路や街道などの交通路に沿った都市から村へという地理的要因、
地域の経済力、知行旗本の歴史的条件とともに、寺院あるいは寺墓、寺檀制との関連も考
慮する必要があるだろう。 
以上のように、17 世紀後葉、18 世紀前葉あるいは中葉にあった江戸の墓制・葬制上の
画期の背景には、相互に連関した様々な宗教や思想、観念的背景の変化を読み取ることが
できるのである。こうした変化は、わが国の近世の墓制・葬制史上、社会史上の一大転換
期につながると思われるが、これについては今後の検討を期することにしたい。 
